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第Ⅱ部(第 3章～第 7章)では，第 3章（研究 1）で，喉頭摘出者と喉頭温存者を対象に質問紙調査が実施
され，喉頭摘出者は喉頭温存者と比較して自己を受け入れながらも不安や抑うつ感を抱えながら生活してい
ることが明らかにされた。第 4 章（研究 2）では，喉頭摘出者 503 名に質問紙調査が実施され，因子分析の
結果，喉頭摘出者の心理社会的適応には，1.手術後の再適応への積極的取り組み，2.仕事や趣味等日常生活
の充実，3.失声の受容と他者からの評価懸念の緩和（低対人過敏性）の 3 側面があることが明らかにされた。


















6では，手術後 5年以内の喉頭摘出者 225名を対象に，研究 5-3で提唱されたセルフケアの自律的行動と情
緒的不安定性に着目して，入院中から退院後の心理的状態に関する調査研究が実施された。第 11章では，入
院から退院直後までの 4期間それぞれにおけるセルフケアの自律的行動と情緒的状態の尺度が作成された
(研究 6-1)。第 12章（研究 6-2）では，研究 6-1の 4期間のセルフケアの自律的行動，情緒的状態と現在に
おける心理的適応指標との関連が重回帰分析によって検討され，手術前と手術直後急性期の情緒不安定性，
手術前と手術後回復期のセルフケアの自律的行動が，退院後の心理的適応指標と関連することが示された。





















(最終試験)平成 26年 1月 17日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
(結論)よって、著者は博士（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。
 
